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施工フロー図
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常温型塗膜防水材の塗布

保護骨材の散布

常温型塗膜防水材の混合

橋面防水完了

橋面防水の施工

S=A1-1:30・A3-1:60平面図

記　号 名　　称 計　算　式

伸縮装置工

橋面防水工

4.00＋4.00

6.18×4.00

単位 数　量

m

m2 24.72

8.00

断面修復工　6360

A2A1

(※注記7.)

5980

90 20 20 90 (※注記7.)

200

300300

100

200

100

6180

6580

室
賀

川

導水パイプ

導水パイプ

導水パイプ

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

※床版上面断面修復は橋面積の20％とする。

表層

基層

塗膜系防水層

端部は橋面まで立ち上げる

t=4cm表層：密粒度アスコン13F改質Ⅱ型
基層：粗粒度アスコン20 t=4cm

導水パイプφ18

地覆

ピタッとL型止水テープ 同等品

端部補強材 W=150mm

H=25mm＋W=75mm

下地処理

プライマー塗布

ポリマーセメントモルタル充填

カッター切込み10mm程度

断面修復工（左官工） S=FREE

※　施工手順

１　補修範囲確認

２　劣化部分のはつり

４　はつったコンクリート面にプライマー塗布

５　欠損部にポリマーセメントモルタル充填

６　養　　　生

　３　清掃、鉄筋の錆落とし、防錆処理

(橋台胸壁部)

鉄筋腐食がある場合、
背面10mm程度まではつり出す

2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

　下記に参考仕様を示す

5.床版断面修正の適用範囲はｗ200,ｔ=30㎜までとする

6.設置面（W＝200）の遊間両端のレベル差は0に不陸修正すること

8.断面図の厚み(t)は視認性を優先し、正確な数値(t)を表さないことに注意すること

9.W＝300に使用する防水材は、常温型塗膜系防水材を指定とする

10.打継は伸縮装置を下にすること、

※注記

3.伸縮剤は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

1.伸縮装置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

4.伸縮剤との一体化のため、常温型塗膜防水の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

7.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：20㎜-10,+4mm

打継部の常温型塗膜防水の上面（打継面）は保護骨材およびプライマーは塗布しないこと。

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと 6000回

15回

φ18×6000

φ18×6000

φ18×4000

端部処理 L=6180

L=6180端部処理

排水桝 排水桝

排水桝排水桝

伸縮装置及び橋面防水工

側面図 S=A1-1:10・A3-1:20

（舗装剥ぎ取り）

210 210

A1 A2打継は伸縮装置を下にすること 打継は伸縮装置を下にすること

300
伸縮装置工

打継
100

打継
100

300
伸縮装置工

200 200橋面防水工 6180

アスファルト舗装 t=4＋4=8cm

記号

一体化工法詳細
名　称

伸縮装置工
伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

伸縮装置工の範囲（W＝300）は常温型塗膜防水材を使用すること

※ 注 記 ※

橋面防水工

伸縮装置断面図 S=A1-1:2・A3-1:4

名　称

伸縮材
主  剤：ゴムアスファルト乳剤

硬化剤：ウレタン樹脂化合物
kg

材　質

1.00

数 量単 位

ﾛｽ25％含む

備　考

伸縮装置工材料表　＜補修＞ 1m当り

シリコーン系化合物プライマー kg 0.058 ﾛｽ20％含む

アスファルトメッシュシート伸縮分散シート m 1.10 ﾛｽ10％含む

汎用ウレタンフォームバックアップ材 m 0.55 ﾛｽ10％含む

常温型塗膜防水材
主  剤：ゴムアスファルト乳剤

硬化剤：ウレタン樹脂化合物
kg 0.45 ﾛｽ25％含む

保護骨材 硅砂４号 kg 0.16 ﾛｽ10％含む

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

※バックアップ材は2ｍ／本を適宜切断して4ｍの施工に使用する。

A1 A2
300 (※注記9.)

200 (※注記6.) 100 (※注記10.)

(※
注
記
8
.
)

t

20

伸縮分散シート

プライマー

伸縮材

バックアップ材

パラペット 床版

床版断面修正 常温型塗膜防水 橋面防水工

150

アスファルト舗装保護骨材

8
0

4
0

40

20
(※注記7.)

防水層端部処理 S=A1-1:3・A3-1:6

伸
縮
装
置
工
 4
0
00

導水パイプ
φ18×4000

20
0

2
00

断
面

修
復
工

 4
0
00

伸
縮
装
置
工
 4
0
00

補修計画図(12)
伸縮装置・橋面防水



実施図 50%縮小図（A1→A3）

縮尺

上田市　都市建設部　土木課

図　示

　葉中之

国補　道路メンテナンス事業

上田市上室賀（上室賀）

　図面番号

猫地橋

補修計画図(13)
排水装置

橋梁修繕工事（猫地橋）

1317

TSステンレス排水装置(参考)

TSDR-MH(4.9kg/基)
製作数=4

側面図

S=A1-1:10・A3-1:20 S=A1-1:10・A3-1:20

S=A1-1:10・A3-1:20

42
4

S=A1-1:10・A3-1:20 S=A1-1:10・A3-1:20

2-PL 50x6x250

4
14

2-PL 100x6x306

1-PL 414x6x157

1-PL 100x6x200

2-EPDM 100x3x160

A矢視

桝接続継手

R1(R2)

TS-T1
TS-T2

2-PL 50x6x393

4-BN M12x45(2-W付)

2-アンカーボルト M10x80

2-EPDM  50x3x150  

4-BN M12x45

2-アンカーボルト M12x100

B

A

6

157

2-14×30長孔(PL側)

B矢視

内側EPDM貼付(t=3.0)

81.9°

φ108

6
6

4-φ14孔(バンド側)

10
025

50
25

30
30
10

30
30

70

120

60
250

2-14×30長孔

5
0

1
00

50

2
0
0

100

50 50

2000 200

1
00

34
5

2
0

3
60

2
5
5

3
40

1
61

7
00

20
0
以
上

1050 700300

13
5°

2
20

3
00

1
80

7
00

300

13
5°

φ102

t=1.0mm

13
5°

13
5°

45
°

7
0
0

22
0

3
0
0

1
80

42
4

300

t=1.0mm

φ102

45°

4-M10 タップ孔

目皿

4-M10×20 低頭ボルト

180

φ60.5

1
40

10
0

4
0

6
3
4

桝本体 t=6mm

SUS304 TP管50A t=2mm

1
40

1
00

40 34
6

180

20

φ60.5

2-水抜孔

4-φ20座ぐり
4-φ14孔

180

3514.5
目皿t=6.0mm

14
.
5

1
8
0

1
4
0

5040 50 40

14.5

180

1
4
.5

1
8
0

3
0

3
7
.5

1
42
.
5

2-水抜き孔

φ
60
.5

2-14×30長孔

7
0

30
4
0

25 25 25 25

23950 50

1
61

1
6
1

50

2
5
2
5

2-14x30長孔 4-φ14孔

110 119 110

55 253055 3025
6

66

φ108

内側EPDM貼付（t=3）

70

1
61

98.1°

10
0

3
0 4
01
0
20

180

S=A1-1:10・A3-1:20 S=A1-1:10・A3-1:20

1
0
0

30
40
1
0
2
0

TSDR-MH

TSDR-MH

ポリマーセメントモルタル
調整コンクリート

180

ポリマーセメントモルタル
調整コンクリート

既設排水管塗装

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

　　3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　  耐食性向上の措置を講じる。

　　4.現地調査にて寸法確定後製作する。　

排水桝調整コンクリート

ポリマーセメントモルタル (0.18×0.18-3.14×0.0375×0.0375)×0.03×4＝

既設排水管塗装

塗装

m

m

既設排水管塗装

φ75×340

0.075×3.14×(0.29+0.05)×4＝ 0.32

標準断面図 加工管詳細図
R1

製作数=2
R2

製作数=2

取付金具詳細図
TS-T1

製作数=4

取付金具詳細図
TS-T2

製作数=4

目皿詳細図

加工管詳細図 TSステンレス排水桝詳細図

0.003 3

244

120 本体EPDM

バンドSUS304

桝接続継手詳細図 S=A1-1:5・A3-1:10

φ100用
製作数=4

φ75×(290+50)

2
90

5
0

(内
面

)

(
外
面

)



実施図 50%縮小図（A1→A3）

縮尺

上田市　都市建設部　土木課

図　示

　葉中之

国補　道路メンテナンス事業

上田市上室賀（上室賀）

　図面番号

猫地橋

補修計画図(14)
補修標準図

橋梁修繕工事（猫地橋）

1417

（自動低圧低速注入工法）

ひび割れ補修工 断面修復工(左官工)
（ポリマーセメントモルタル）

表面含浸工

注入器具

ひびわれ注入材

シール材

カッター切込み10mm程度

(鉄筋腐食がある場合、

ローラー又は刷毛を使用

コンクリート下地処理

プライマー塗布

ポリマーセメントモルタル充填、コテ仕上げ

背面10mm程度まではつり出す）

(標準塗布量約0.2kg/m2)

ひび割れ

素地調整工なおしタルNF同等品

RCガーデックス同等品

含浸材料：含浸系表面保護材

（コンクリート各部材：けい酸ナトリウム系表面含浸材）

６　注入器具・シール材撤去、清掃

５　注　　　入

４　シール材接着

３　注入座金取付け位置決め

１　補修範囲確認

※　施工手順

※　　注）

１．施工前に再度施工箇所を確認すること。

　　注入器内の注入材が硬化する前に無くなったら、補充する。

６．施工の適正気温及び養生方法を確認し、施工を行うこと。

７．著しい遊離石灰の析出が見られた場合、ディスクサンダー等で

    撤去後に補修すること。

     ５．注入材は下表の種類を参照し使用すること。

　

　

　

※　　注）

　

※　施工手順

１　下地処理

２　表面状態確認

４　養　　　生

３　含浸材塗布

※　施工手順

１　補修範囲確認

２　劣化部分のはつり

４　はつったコンクリート面にプライマー塗布

１．劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷をあたえないよう

　　周囲に深さ10mm程度までコンクリートカッターにより切断目地を入れ

　　入念に施工する。

６　養　　　生

※　　注）

　３　清掃、鉄筋の錆落とし、防錆処理

２．はく離・鉄筋露出がある場合は、鉄筋の裏側10mm程度まではつり出し

　　鉄筋の錆を除去及び防錆処理した後、断面修復をすること。

５　欠損部にポリマーセメントモルタル充填、コテ仕上げ

B B

- 50以上

ひび割れ進行区分

伸び率（％）

土木補修用エポキシ

樹脂注入材1種

土木補修用エポキシ

樹脂注入材2種

※１：Ａ＝ひび割れが進行している．Ｂ＝ひび割れの進行が止まった．

※２：エポキシ樹脂注入材1種・・・進行が止まっている

エポキシ樹脂注入材2種・・・完全に進行が止まったとは保証が得られない場合

エポキシ樹脂注入材3種・・・進行している

※1

材料の種類
項目

3.　1回で規定量を塗布できない場合は、数回に分けて塗布すること。 

4.　気温 5°C以下、降雨時、降雪時の施工は避けること。

2.　コンクリートの乾燥状態を目視で確認した後に塗布すること。　 

1.　付着物や重度の汚れがある場合には下地処理を行うこと。　 

４．注入器具の取付間隔は、250mmとする。

S=FREE S=FREE S=FREE

ひび割れ注入材の要求性能

３．ひび割れ注入深さは、100mm程度を想定しているが

２．注入対象は、ひび割れ幅0.2mm以上とする。

２　ひび割れ部清掃



実施図 50%縮小図（A1→A3）

縮尺

上田市　都市建設部　土木課

図　示

　葉中之

国補　道路メンテナンス事業

上田市上室賀（上室賀）

　図面番号

猫地橋

補修計画図(15)
数量計算書(1)

橋梁修繕工事（猫地橋）

1517

0.0000

番号

6

7

8

計

番号

9
10
11
12
13
14
計

親柱上流側

番号

15
16
17
18
19
計

長さ1

0.10

0.20

0.20

長さ1

0.15
0.05
0.10
0.07
0.05
0.05

長さ1

0.15
0.10
0.15
0.15
0.15

長さ2

0.00

0.20

0.20

長さ2

0.15
0.05
0.10
0.07
0.05
0.05

長さ2

0.15
0.10
0.15
0.15
0.15

幅

0.10

0.10

0.10

幅

0.05
0.10
0.15
0.12
0.10
0.25

幅

0.10
0.10
0.05
0.10
0.10

剥離厚

0.050

0.040

0.050

剥離厚

0.010
0.010
0.010
0.020

0.015

剥離厚

0.010
0.050
0.050
0.050
0.010

はつり厚

0.030

0.030

0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

修復面積

0.0050

0.0200

0.0200

0.0450

修復面積

0.0075
0.0050
0.0150
0.0084
0.0050
0.0125
0.0534

修復面積

0.0150
0.0100
0.0075
0.0150
0.0150
0.0625

修復体積

0.0004

0.0014

0.0016

0.0034

修復体積

0.0003
0.0002
0.0006
0.0004

0.0006

修復体積

0.0006
0.0008
0.0006
0.0012
0.0006
0.0038

殻処分量

0.0002

0.0006

0.0006

0.0014

殻処分量

0.0002
0.0002
0.0005
0.0003
0.0002
0.0004
0.0018

殻処分量

0.0005
0.0003
0.0002
0.0005
0.0005
0.0020

断面修復工(剥離)（左官工）

床版下面

番号

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

49

計

主桁G1

番号

50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

計

主桁G2

番号

48
計

長さ1

0.25
0.25
0.60
0.40
0.35
0.25
0.40
0.10
0.40
1.50
0.20
0.50
1.05
0.25
0.25
0.75
0.06

長さ1

0.30
0.25
0.80
0.50
0.50
0.15
0.15
0.60
0.50
0.20
0.05

長さ1

0.05

長さ2

0.00
0.25
0.00
0.40
0.35
0.25
0.10
0.10
0.40
1.50
0.30
0.50
1.05
0.35
0.30
0.75
0.06

長さ2

0.30
0.50
0.80
0.50
0.50
0.30
0.50
0.60
0.50
0.20
0.15

長さ2

0.10

幅

0.20
0.20
0.20
0.10
0.35
0.30
0.60
0.20
0.20
0.35
0.30
0.30
0.22
0.25
0.30
0.35
0.14

幅

0.25
0.15
0.15
0.10
0.12
0.30
0.15
0.25
0.11
0.15
0.20

幅

0.50

剥離厚

0.050
0.030
0.030
0.030
0.040
0.030
0.030
0.015
0.030
0.040
0.040
0.040
0.040
0.040
0.030
0.030
0.020

剥離厚

0.040
0.050
0.015
0.050
0.050
0.040
0.050
0.040
0.050
0.050
0.020

剥離厚

0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030

修復面積

0.0250
0.0500
0.0600
0.0400
0.1225
0.0750
0.1500
0.0200
0.0800
0.5250
0.0750
0.1500
0.2310
0.0750
0.0825
0.2625
0.0084
2.7744

修復面積

0.0750
0.0563
0.1200
0.0500
0.0600
0.0675
0.0488
0.1500
0.0550
0.0300
0.0200
0.7326

修復面積

0.0375
0.0375

修復体積

0.0020
0.0030
0.0036
0.0024
0.0086
0.0045
0.0090
0.0009
0.0048
0.0368
0.0053
0.0105
0.0162
0.0053
0.0050
0.0158
0.0004
0.1341

修復体積

0.0053
0.0045
0.0054
0.0040
0.0048
0.0047
0.0039
0.0105
0.0044
0.0024
0.0010
0.0509

修復体積

0.0023
0.0023

殻処分量

0.0008
0.0015
0.0018
0.0012
0.0037
0.0023
0.0045
0.0006
0.0024
0.0158
0.0023
0.0045
0.0069
0.0023
0.0025
0.0079
0.0003
0.0613

殻処分量

0.0023
0.0017
0.0036
0.0015
0.0018
0.0020
0.0015
0.0045
0.0017
0.0009
0.0006
0.0221

殻処分量

0.0011
0.0011

主桁G3

番号

62
63
64
65
66

67
68
69
70
71
72

計

長さ1

0.90
0.45
0.45
0.95
0.35
1.35
1.30
0.65
0.30
0.60
0.15

長さ2

0.90
0.45
0.45
0.95
0.35
1.35
1.30
0.65
0.30
0.60
0.20

幅

0.15
0.05
0.05
0.12
0.15
0.15
0.30
0.15
0.10
0.20
1.00

剥離厚

0.030
0.040
0.040
0.050
0.030
0.040
0.050
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

修復面積

0.1350
0.0225
0.0225
0.1140
0.0525
0.2025
0.3900
0.0975
0.0300
0.1200
0.1750
1.3615

修復体積

0.0081
0.0016
0.0016
0.0091
0.0032
0.0142
0.0312
0.0059
0.0018
0.0072
0.0105
0.0944

殻処分量

0.0041
0.0007
0.0007
0.0034
0.0016
0.0061
0.0117
0.0029
0.0009
0.0036
0.0053
0.0410

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

2.50 0.00

0.10

0.10

0.020

0.020

0.030

0.030

2

0.1250

地覆下流側

番号

1

計

地覆上流側

番号

4
5
計

長さ1

0.25

長さ1

0.30
0.20

長さ2

0.25

長さ2

0.30
0.20

幅

0.15

幅

0.15
0.15

剥離厚

0.030

剥離厚

0.030
0.025

はつり厚

0.030

はつり厚

0.030
0.030

修復面積

0.0375

0.0375

修復面積

0.0450
0.0300
0.0750

修復体積

0.0023

0.0023

修復体積

0.0027
0.0017
0.0044

殻処分量

0.0011

0.0011

殻処分量

0.0014
0.0009
0.0023

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

※はスケーリング箇所(表面含浸)

地覆上流側
番　号

1
2
3
4
計

平均幅

番　号

計
平均幅

親柱下流側
番　号

10

6
7
8
9

計
平均幅

親柱上流側
番　号

15

11
12
13
14

16
計

平均幅

親柱合計
計

平均幅

主桁G3
番　号

19

17
18

計
平均幅

2.00
2.00
2.00
2.00

2.00

0.20

0.20

0.20
0.20

0.20

4.00
4.00
4.00
4.00
1.50
4.00

3.77

3.48

0.90
0.40
2.00

1.24

0.10
0.10
0.20
0.15
0.55

0.20
0.20

0.20
0.15
0.10
0.05
0.10
0.60

0.80
3.10
1.00
0.80
0.60
0.30
6.60

0.35
0.40
0.60
1.35

mm

mm

mm

mm

mm

mm

7.20 m

下部工A1橋台
番　号

21
20

計
平均幅

合　　　　　計
ひびわれ平均幅

0.30
0.30

0.30

0.45
0.45
0.90

21.60
1.04

mm

m
mm

親柱上流側
番号
1
2
3
4
5
計

平均幅

下部工A1橋台
番号
6
7
8
9
10
計

平均幅

下部工A2橋台
番号
11
12
13
14
計

平均幅

下部工合計
計

平均幅

合計
平均幅

0.80
0.50
0.80
0.80
1.40
4.30

1.00
0.55
1.05
1.10
0.60
4.30

0.60
1.00
0.95
0.25
2.80

幅(mm) 長さ(m) 長さ(m)

長さ(m)

0.2 mm

0.2 mm

長さ(m)

0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

7.10

11.40 m

m

幅(mm) 長さ(m)

幅(mm) 長さ(m)

幅(mm) 長さ(m)

幅(mm) 長さ(m)

幅(mm) 長さ(m)

0.30
0.60
0.35
0.40
0.50

0.30
0.65
0.40
0.00
0.25

0.50
3.00
2.90
0.25
0.60

0.010
0.030
0.015

0.020

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

74
75
76
77
78

0.1500

0.0813
1.7550
1.0450

0.0338

0.45
0.65
0.45 0.50

0.70
0.20 0.25

2.60
2.20 0.030

0.030
0.020 0.030

0.030
0.030

0.0300.0200.200.25 0.15

1.8750
1.0875
0.0500
0.2250

横桁

番号

60
61

73

計

下部工A1橋台

番号

計

長さ1

0.40
0.05
0.15
0.10
0.40
0.05
0.20

長さ1

0.40

0.10
0.15

長さ2

0.40
0.05
0.15
0.10
0.40
0.05
0.20

長さ2

0.40

0.10
0.15

幅

0.05
0.15
0.10
0.15
0.10
0.10
0.30

幅

0.10

0.40
0.10

剥離厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.040
0.030
0.025

剥離厚

0.040

0.015
0.040

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030

0.030
0.030

修復面積

0.0200
0.0075
0.0150
0.0150
0.0400
0.0050
0.0600
0.1625

修復面積

0.0400

0.0400
0.0150
0.0950

修復体積

0.0012
0.0005
0.0009
0.0009
0.0028
0.0003
0.0033
0.0099

修復体積

0.0028

0.0018
0.0011
0.0057

殻処分量

0.0006
0.0002
0.0005
0.0005
0.0012
0.0002
0.0018
0.0050

殻処分量

0.0012

0.0012
0.0005
0.0029

下部工A2橋台

番号

計

長さ1 長さ2 幅 剥離厚 はつり厚 修復面積 修復体積 殻処分量

断面修復工(豆板)（左官工）

床版下面

番号

1
2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

計

長さ1

0.10
0.20

長さ2

0.05
0.00

幅

0.15
0.20

剥離厚

0.000
0.000

はつり厚

0.030
0.030

修復面積

0.0113
0.0200
0.0313

修復体積

0.0003
0.0006
0.0009

殻処分量

0.0003
0.0006
0.0009

断　　面　　修　　復　　工　　(剥離)

箇　　　　所

地覆下流側

地覆上流側

計

計

親柱上流側

計

床版下面

計

主桁G1

主桁G2

主桁G3

計

横桁

計

下部工A1橋台

下部工A2橋台

計

合　　　計

修復面積

0.0375

0.0750

0.1125

0.0450

0.0534

0.0984

0.0625

0.0625

2.7744

2.7744

0.7326

0.0375

1.3615

2.1316

0.1625

0.1625

0.0950

0.0000

0.0950

5.4369

修復体積

0.0023

0.0044

0.0067

0.0034

0.0038

0.0038

0.1341

0.1341

0.0509

0.0023

0.0944

0.1476

0.0099

0.0099

0.0057

0.0000

0.0057

殻処分量

0.0011

0.0023

0.0034

0.0014

0.0018

0.0032

0.0020

0.0020

0.0613

0.0613

0.0221

0.0011

0.0410

0.0642

0.0050

0.0050

0.0029

0.0000

0.0029

0.1420

主桁G1

番号

15
16
17
18
19
20
計

長さ1

1.40
0.10
0.15
0.25
1.00
0.35
0.60
0.40
0.25
0.20
1.30
0.20
0.30
0.85
0.40
1.80
0.15
0.20

長さ2

1.40
0.05
0.30
0.25
1.00
0.00
0.45
0.40
0.10
0.20
1.30
0.20
0.30
0.85
0.40
1.80
0.30
0.50

幅

0.05
0.40
0.25
0.15
0.10
0.25
0.30
0.08
0.30
0.10
0.30
0.30
0.30
0.13
0.08
0.10
0.20
0.15

剥離厚

0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

修復面積

0.0700
0.0300
0.0563
0.0375
0.1000
0.0438
0.1575
0.0320
0.0525
0.0200
0.3900
0.0600
0.0900
0.1105
0.0320
0.1800
0.0450
0.0525
1.5596

修復体積

0.0021
0.0009
0.0017
0.0011
0.0030
0.0013
0.0047
0.0010
0.0016
0.0006
0.0117
0.0018
0.0027
0.0033
0.0010
0.0054
0.0014
0.0016
0.0469

殻処分量

0.0021
0.0009
0.0017
0.0011
0.0030
0.0013
0.0047
0.0010
0.0016
0.0006
0.0117
0.0018
0.0027
0.0033
0.0010
0.0054
0.0014
0.0016
0.0469

主桁G2

番号

21
22
計

長さ1

0.45
0.30

長さ2

0.00
0.00

幅

0.10
0.05

剥離厚

0.000
0.000

はつり厚

0.030
0.030

修復面積

0.0225
0.0075
0.0300

修復体積

0.0007
0.0002
0.0009

殻処分量

0.0007
0.0002
0.0009

主桁G3

番号

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
計

横桁

番号

33
34
35
計

長さ1

0.30
0.40
0.50
0.40
0.20
0.90
0.30
1.35
1.00
0.60

長さ1

0.15
0.65
0.45

長さ2

0.30
0.40
0.50
0.40
0.20
0.90
0.30
1.35
1.00
0.00

長さ2

0.15
0.65
0.45

幅

0.10
0.10
0.12
0.10
0.20
0.15
0.15
0.15
0.05
0.10

幅

0.05
0.30
0.10

剥離厚

0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000

剥離厚

0.000
0.020
0.000

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

はつり厚

0.030
0.030
0.030

修復面積

0.0300
0.0400
0.0600
0.0400
0.0400
0.1350
0.0450
0.2025
0.0500
0.0300
0.6725

修復面積

0.0075
0.1950
0.0450
0.2475

修復体積

0.0009
0.0012
0.0018
0.0012
0.0012
0.0041
0.0014
0.0061
0.0015
0.0009
0.0203

修復体積

0.0002
0.0098
0.0014
0.0114

殻処分量

0.0009
0.0012
0.0018
0.0012
0.0012
0.0041
0.0014
0.0061
0.0015
0.0009
0.0203

殻処分量

0.0002
0.0059
0.0014
0.0075

断　　面　　修　　復　　工　　(浮き)

箇　　　　所

床版下面

計

主桁G1

主桁G2

主桁G3

計

横桁

計

合　　　計

修復面積

0.0313

1.5596

0.0300

0.6725

2.2621

0.2475

0.2475

2.5409

修復体積

0.0009

0.0469

0.0009

0.0203

0.0681

0.0114

0.0114

0.0804

殻処分量

0.0009

0.0469

0.0009

0.0203

0.0681

0.0075

0.0075

0.0765

(m ) (m ) (m )2 3 3

(m ) (m ) (m )2 3 3

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332 (m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

断面修復工(浮き)（左官工）

※下部工 6～8は、今回補修しない

床版下面

番号

1
2
3
4
5
計

長さ1

0.50
0.35
0.30
0.02
0.35

長さ2

0.30
0.35
0.45
0.02
0.35

幅

0.35
0.20
0.40
0.04
0.10

剥離厚

0.000
0.000
0.015
0.020
0.010

はつり厚

0.030
0.030
0.030
0.030
0.030

修復面積

0.1400
0.0700
0.1500
0.0008
0.0350
0.3958

修復体積

0.0042
0.0021
0.0068
0.0000
0.0014
0.0145

殻処分量

0.0042
0.0021
0.0045
0.0000
0.0011
0.0119

(m) (m) (m) (m) (m) (m ) (m ) (m )332

断　　面　　修　　復　　工　　(豆板)

箇　　　　所

床版下面

計

修復面積

0.3958

0.3958

修復体積

0.0145

0.0145

殻処分量

0.0119

0.0119

合　　　計 0.3958 0.0145 0.0119

(m ) (m ) (m )2 3 3

3

コンクリート殻処分量　＝　修復面積 × はつり厚 コンクリート殻処分量　＝　修復面積 × はつり厚

コンクリート殻処分量　＝　修復面積 × はつり厚

断面修復工体積　＝　修復面積 × (剥離＋はつり厚)

断面修復工体積　＝　修復面積 × (剥離＋はつり厚)

断面修復工体積　＝　修復面積 × (剥離＋はつり厚)

数量計算表(1) S=FREE

ひび割れ補修工(注入工) ひび割れ補修工(遊離石灰部注入工)

0.20
0.20

0.20

転落防止柵下流側

転落防止柵下流側

転落防止柵上流側

0.6360

0.6360

6.36 6.36

0.1250

0.010 0.0002

0.0023 3.3875

0.0000 0.0000

0.015

2.9151

転落防止柵下流側

転落防止柵上流側

0.3135

0.0023

0.0057

7.0636

スケーリング面積

スケーリング面積

スケーリング面積

スケーリング面積

スケーリング面積

※

※

※
※
※

※

※
※
※
※
※

5

0.0313 0.0009 0.0009



実施図 50%縮小図（A1→A3）

縮尺

上田市　都市建設部　土木課

図　示

　葉中之

国補　道路メンテナンス事業

上田市上室賀（上室賀）

　図面番号

猫地橋

補修計画図(16)
数量計算書(2)

橋梁修繕工事（猫地橋）

1617

※スケーリング 2～3を含む

修復面積

(m )2

修復体積 殻処分量

(m ) (m )3 3

主桁断面修復工(鉄筋入替工・左官工）

コンクリートはつり工

箇     所

主桁G1

計

主桁G3

計

主桁G3

計
合計

上流側1
上流側2
上流側3
下流側1
下流側2
下流側3

上流側1
上流側2
上流側3
下流側1
下流側2
下流側3

添え筋部
添え筋部

長さ

0.14
0.14
0.14
0.22
0.22
0.22

0.14
0.14
0.14
0.22
0.22
0.22

0.45
0.60

幅

0.10
0.10
0.10
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10
0.10
0.10

はつり厚

0.04
0.04
0.04
0.04
0.04
0.04

0.04
0.04
0.04
0.04
0.04
0.04

修復面積

0.0140
0.0140
0.0140
0.0220
0.0220
0.0220
0.1080
0.0140
0.0140
0.0140
0.0220
0.0220
0.0220
0.1080
0.0130
0.0130
0.0260
0.2420

修復体積

0.0006
0.0006
0.0006
0.0009
0.0009
0.0009
0.0045
0.0006
0.0006
0.0006
0.0009
0.0009
0.0009
0.0045
0.0059
0.0078
0.0137
0.0227

殻処分量

0.0006
0.0006
0.0006
0.0009
0.0009
0.0009
0.0045
0.0006
0.0006
0.0006
0.0009
0.0009
0.0009
0.0045

0.0000
0.0090

(m) (m) (m) (m ) (m ) (m )3 3

鉄筋入替工

鉄筋　D13

鉄筋　D25

ケミカルアンカー　D13用  補修計画図(8)より

断面修復工(左官工)

コンクリートはつり工と同一

撤去工

床版上面補修工(土砂化)

コンクリートはつり t=3cm

断面修復工(左官工)

撤去工

補修計画図(8)より

補修計画図(8)より

無筋コンクリート

無筋コンクリート

4.0 + 4.0 ＝

4.00×6.36×20% ＝

5.0880×0.03 ＝

5.0880×0.03 ＝

6 + 6 ＝

8.0

9.0

12

0.0227

0.0090

5.0880

0.1526

0.1526

m3

m3

m

m3

2

m 3

kg

kg

本

箇　所

下流側

上流側

計

0.075

0.075

0.075

0.075

0.236

0.236

0.236

0.236

1.85

1.85

周長(m)外径(m) 長さ(m) 面積(m )2本数(本)

塗装工

地覆

表面含浸工

舗装版切断

箇　所

右岸側道路

計

舗装版取壊し面積

番　号

橋面

左岸側道路面

右岸側道路面

計

橋面舗装面積

箇　所

基層

表層

0.05

0.05

(平均厚)

0.10

0.05

0.05

0.04

0.04

4.0

4.0

8.0

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

7.00

0.50

2.70

7.00

7.00

28.0

2.0

10.8

40.8

28.0

28.0

2.8

0.1

0.5

3.4

左岸側道路

舗装厚(m)
幅(mm) 長さ(m) 面積(m )2 殻(m )3

舗装厚(m) 長さ(m)

舗装厚(m) 幅(m) 長さ(m) 面積(m )2

舗装補修工

箇　　　　所

剥離

豆板

浮き

鉄筋入替工

計

5.4369 0.3135 0.1420

0.3958 0.0145 0.0119

2.5409 0.0804 0.0765

0.00900.02270.2420

0.5837 0.392013.7036

断  面  修  復  工  (左官工全体)

コンクリート殻処分量　＝　修復面積 × はつり厚
断面修復工体積　＝　修復面積 × はつり厚

6.36

6.36

幅(m) 長さ(m)

0.50

0.50

下流側

上流側

下流側転落防止柵柱控除

上流側転落防止柵柱控除

面積(m )2

3.18

3.18

6.04

箇所数

1

1

4

4

-0.16

-0.16

計

0.20

0.20

0.20

0.20

箇　　　　所

下流側

上流側

計

柱天端

柱側面

手摺控除

柱天端

柱側面

手摺控除

0.040

0.072

0.004

0.040

0.072

0.004

面数(面)

1

4

6

1

4

6

本数(本)

4

4

4

4

0.16

1.15

-0.02

0.16

1.15

-0.02

2.58

面積(m2) 面積(m )2

転落防止柵

表面幅=0.20+0.25+0.05＝0.50m

親柱

箇　　　　所

下流側

上流側

計

柱天端

柱側面

柱天端

柱側面

1

4

1

4

2

2

2

2

柱天端面積=0.20×0.20=0.040

柱側面面積=0.36×0.20=0.072

手摺控除面積=π×0.0375×0.0375=0.004

m2

m2

m2

床版下面

箇　所

下流側

中間 G1～G2

中間 G2～G3

上流側

計

6.36

5.46

5.46

6.36

幅(m) 長さ(m) 面積(m )2

主桁

柱天端面積=0.30×0.30=0.090

柱側面面積=(0.52+0.57)/2×0.30=0.164

m2

m2

0.090 0.18

0.164

0.090

0.164

1.31

1.31

0.18

2.98

面積(m )2 面積(m )2面数(面) 本数(本)

0.70 4.5

1.05

1.05

0.70 4.5

5.7

5.7

20.4

横桁

箇　所

A1側端桁

中間桁

A2側端桁

計

G1～G2

G2～G3

G1～G2

G2～G3

G1～G2

G2～G3

0.48

0.48

0.66

0.66

0.48

0.48

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

1.05

0.5

0.5

0.7

0.7

0.5

0.5

3.4

周長(m) 長さ(m) 面積(m )2

計

A1側支承部控除

A2側支承部控除

6.36

6.36

6.36

幅(m) 長さ(m) 面積(m )2箇　所

G1

G2

G3

横桁控除分 0.30×0.18×12

0.43×0.30×3

0.40×0.30×3

6.2

6.2

6.2

-0.4

-0.4

-0.6

17.2

周長=0.30+0.34+034=0.98ｍ

0.98

0.98

0.98

下部工(スケーリング部)

箇　所

67

68

69

71

74

75

76

77

78

計

合計

0.45

0.65

0.45

0.25

0.30

0.60

0.35

0.40

0.50

0.20

0.70

0.50

0.20

0.30

0.65

0.40

0.00

0.25

0.25

2.60

2.20

0.15

0.50

3.00

2.90

0.25

0.60

0.0813

1.7550

1.0450

0.0338

0.1500

1.8750

1.0875

0.0500

0.2250

6.3026

m2

長さ1(m) 長さ2(m) 幅(m) 面積(m )2

端桁周長=0.30+0.18=0.48

中間桁周長=0.30+0.18+0.18=0.66

m

m

58.9026

転落防止柵手摺

1.86

1.86

1

2

1

2

0.44

0.87

0.44

0.87

2.62

道路不陸整正・舗装面積

箇　所

左岸側道路

右岸側道路

計

0.05

0.05

4.00

4.00

0.50

2.70

2.0

10.8

12.8

舗装厚(m) 幅(m) 長さ(m) 面積(m )2

箇　所

土砂化 0.15260.15265.0880

支承鋼板

箇　　　　所

計

天端

側面

0.009

0.006

面数(面)

2

4

本数(本)

2

2

0.036

0.048

0.252

面積(m2) 面積(m )2

天端面積=0.30×0.03=0.009 m2

G1

G2

G3

天端

側面

天端

側面

2

4

2

2

2

4

2

2

側面面積=0.30×0.02=0.006 m2

0.006 0.048

0.006 0.048

排水装置 排水管

補修計画図(13)より φ75 × ( 290 + 50 ) × 4 ＝ 0.32 m2

2

合計 m23.192

0.009 0.036

0.009 0.036

数量計算表(2) S=FREE



実施図 50%縮小図（A1→A3）

縮尺

上田市　都市建設部　土木課

図　示

　葉中之

国補　道路メンテナンス事業

上田市上室賀（上室賀）

　図面番号

猫地橋

補修計画図(17)
仮設図

橋梁修繕工事（猫地橋）

1717

仮設足場数量

地覆足場(板張・シート張防護)

上流側：5.5×1.5＝

下流側：5.5×1.5＝

8.3

8.3

16.6計

猫地橋

平面図 S=A1-1:50・A3-1:100

619.04

619.18

617.15

送水管

ジャカゴ

排水施設

防火水槽

ジャカゴ

ジャカゴ

618.97

614.25

618.94618.98

619.02

618.99

619.01

618.98

614.92

619.05

M-2 H=619.152m

ジャカゴ

ジャカゴ

619.02

室
賀
川

S=A1-1:50・A3-1:100側面図

20 20

200 200

橋　長　6400

支間長　5960

桁　長　6360

地覆足場 5500

地覆足場 5500

20 20

200 200

橋　長　6400

支間長　5960

桁　長　6360

8
0
0

1
00
0

(板張・シート張り防護)

1
:0
.21:

0.2

4300

20
0仮設時対象流量水位高

614.58

ジャカゴ

614.89

5000パイプ吊り足場
地
覆
足
場

15
0
0

パイプ吊り足場 5000

パ
イ
プ
吊
り
足
場

4
4
00

パイプ吊り足場(板張・シート張防護)

5.0×4.4＝ 22.0 m2

m2

パイプ吊り足場

1
50
0

地
覆
足
場

A1

地覆足場

(板張・シート張り防護)

A2

A1 A2

標準断面図 S=A1-1:30・A3-1:60

700 300 1050 300 1050 300 700

6000

1
00
0

1
3
00

4
70

2
77
0

4400

200 200

2000 2000

4000 (全面通行止)

1500

地覆足場
(板張・シート張防護)

パイプ吊り足場
(板張・シート張防護)

700 800

1500

1500

(板張・シート張防護)

700800

1500

地覆足場

1
30
0

27
7
0

4
70

1
00
0

G1 G2 G3

室賀川

桁
高



位置図

至上田市街地

施工箇所

至坂城町


